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＊ 東京天文台 100 周年記念誌資料 －その 3-48-1－(明治元年～45 年の年表原稿) 

筆者が引き継いだ東京天文台百年記念誌資料については、アーカイブ室新聞 346 号に「東

京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その 1－」、349 号に「東京天文台 100 周年記念誌

作成時の資料－その 2－」、353 号に「東京天文台 100 周年記念誌作成時の資料－その 3－」、

という記事を書いた。これらの資料は段ボール箱 3 個に入っていたので 1 箱目を―その 1

－、2 箱目をーその２－、3 箱目をーその３－としたのである。これらの資料についてリス

トのみでなく、内容を具体的に紹介する記事を書き始めたが、順不同で筆者が興味深いも

のをかってにピックアップして書いている。今回は 3 箱目の最後の 48 項目について報告し

たい。第 353 号のリストには、 

48．明治元年～明治 45 年と書かれた封筒：明治元年～明治 45 年の年表原稿 非常に貴重 

とあり、この時点で非常に重要と書かれている。この資料の表紙は「東京天文台関係資料

索引」となっている(写真 1)。 

         

                  写真 1 



 2 枚目からは、写真 2のように、年月日、要項、出典、カード番号の表になっており、明

治元年 2 月から、大正元年 9 月 2 日までの東京天文台に関係した事項が出典と共に要点が

記載されている。この事項が非常に重要なことと読める。 

 

                   写真 2 

 この資料の入った封筒には、「明治元年～明治 45 年」と表書きがあるから、明治 45 年

以降のものが作成されたかもしれないが、明治期のものだけこのような要項を作ったのか

もしれない。この東京天文台百年記念誌に携わった何人かはご存命であるから聞き取りを

したいと思っている。 

この資料は、当時、東京天文台で使用されていた「計算用紙」呼ばれた 3 ㎜方眼の B4 の

要旨に鉛筆書きされたものである。これは何らかの形で出版するための原稿と思われるが、

筆者はまだその存在を知らない。また事項がカードで整理されたようだが、そのカードの

存在も気になる。 

とにかく、これは非常に貴重な資料と思われるので、すべてをスキャナーで取り込んだ

ので、ここに掲載して、読める形で公表したいと思った。全部で 39 ページあるが、一度に

掲載するとファイルが大きくなりすぎるので、4 回に分けて報告する。それでもページ数が

かさむことはご勘弁願いたい。写真 2 の続きから始める。 



 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 
 



 

 



 

 



 

 



 



 



 
 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


